
 

魚の年齢
ね ん れ い

をしらべてみよう！ 
――― 魚の「年齢

ねんれい

形質
けいしつ

」にせまる ――― 
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魚の成長

せいちょう

を知
し

るには年齢
ねんれい

をしらべることが大切
たいせつ

です。１年でどれくらい大きくなるのだろう？卵
たまご

を

うむようになるまでに何年
なんねん

かかるのだろう？魚の寿命
じゅみょう

は何年
なんねん

なの？これらを知
し

るためには、魚の年齢
ねんれい

を

しらべなければなりません。みなさんは、木の切り株
き り か ぶ

に年輪
ねんりん

とよばれる模様
も よ う

があるのは、ごぞんじです

ね。じつは、魚のある部分
ぶ ぶ ん

をしらべると、この年輪
ねんりん

模様
も よ う

がみえてきます。わたしたちは、これを「年齢
ねんれい

形質
けいしつ

」とよんでいます。では顕微鏡
けんびきょう

をつかって、このようすを観察
かんさつ

してみることにしましょう。  
 
その１：「うろこ」のまき 

魚を料理
りょうり

するときの、やっかいモノ「うろこ」。

でも、これは魚にとって大切
たいせつ

な、やくわりをは

たしています。「うろこ」は皮膚
ひ ふ

が変化
へ ん か

したもの

で、大きな魚など敵
てき

から身
み

を守
まも

るばかりでなく、

体の中のカルシウム（骨
ほね

を作
つく

る大切
たいせつ

な栄養素
え い よ う そ

）

の量
りょう

をバランス良
よ

く調節
ちょうせつ

してくれてます。 
「うろこ」を１枚

まい

とって顕微鏡
けんびきょう

で観察
かんさつ

してみ

ましょう。何本
なんほん

もの「すじ」がみえるでしょう？

これを「隆起線
りゅうきせん

」とよびます。この線
せん

と線
せん

との

はばは、魚の成長
せいちょう

が良
よ

い時
とき

にはひろく、成長
せいちょう

が

悪
わる

い時
とき

にはせまくなります。 
ふつう魚は、夏

なつ

に良
よ

く成長
せいちょう

し、冬
ふゆ

はにぶると

いわれています。ですから、夏
なつ

の間
あいだ

の隆起線
りゅうきせん

の

はばは広く、冬
ふゆ

の間
あいだ

のはばはせまくなります。

魚の生まれた季節
き せ つ

がわかっていれば、生まれて

から何回
なんかい

夏
なつ

を過
す

ごしたか？あるいは何回
なんかい

冬
ふゆ

を

経験
けいけん

したかがわかり、生まれてからの年齢
ねんれい

を知
し

ることができるというわけです。 

 
サケのうろこ 

小林（1961）より 
 

その２：「じせき」のまき 
魚の頭

あたま

の骨
ほね

の中には「耳石
じ せ き

（偏
へん

平石
ぺいせき

）」とよば

れる、小さな白いかたいものが入っています。

耳石
じ せ き

の入っている部屋
へ や

の内側
うちがわ

は感覚
かんかく

細胞
さいぼう

と支持
し じ

細胞
さいぼう

とよばれる細胞
さいぼう

でおおわれ、部屋
へ や

の中はリ

ンパ液
えき

という液体
えきたい

がじゅうまんしています。

耳石
じ せ き

は、体の傾
かたむ

きや音
おと

などを、感覚
かんかく

細胞
さいぼう

を通
とお

し

て魚の脳
のう

につたえる役目
や く め

をしていると考
かんが

えら

れています。 
耳石
じ せ き

は主
おも

に炭酸
たんさん

カルシウム（貝殻
かいがら

も同
どう

様
よう

です）

でできています。成長
せいちょう

の良
よ

い夏
なつ

は炭酸
たんさん

カルシウ

ムの細
こま

かい結晶
けっしょう

がたくさんできるので光
ひかり

を通
とお

しにくくなります。これにたいし成長
せいちょう

の悪
わる

い冬
ふゆ

は大きく平らな面
めん

をもった結晶
けっしょう

ができ光
ひかり

が通
とお

りやすくなります。これが縞
しま

模様
も よ う

となって現
あらわ

れ

るというわけです。 

クロガシラガレイ（サロマ湖系群）10 歳の耳石 

（北海道立網走水産試験場のホームページより

http://www.fishexp.pref.hokkaido.jp/exp/abas
hiri/sigen/karei/otolish.htm） 
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